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1993年7月12日に発生 した北海道南西沖地震 を契機と して始め た災害に よる被災者

の 「ここ ろの 傷」の 軽減 法に関 する提言を行 う。 さ らに 、 奥尻町 を対象 と して これ

まで行 っ て きた情報提供活動 を報告 し、 PTSD の実態調査結果 を紹介す る
。 全体

の 構成は以下の 逼 り。

1．北海道南西沖地震に よ る カ タス トロ フの発生

2．被災者の こ こ ろの傷の 問題を考える必要性

　　2．1PTSD の 代表的な特徴

　　2．2PTSD の 出現時期

3．PTSD に対処するに は

　　3−1．住民 が PTSD につ い ての正 しい 理解 を持 つ 必要性

　　3−2．専門 的な精神的ケア を必要 とされ る方へ の 支援体制の 確立

4．PTSD に対する支援体制を作る上での 問題点

　 4−1．専門家が面 談す る場所 の確保

　 4・2．ボ ラ ンティ ア の 確保

　 4−3．ボ ラ ン テ ィ ア に対す る必要経費の補助

5．　北海道 南西沖地震 に よ る PTSD に閥する調査

　
’
5−1　 PTSD に関す る情報提供 の試み

　　5−2　奥尻 島青苗地区の住民 を対象 とした PTSD の 実態調査

6．お わ りに
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1．dt’ts道 南西沖地震に よる カタス トロ フ の 発生

　平成5年7月12 日夜に発生 した北海道南西沖地震の際の 地震動、 煉波、火災による複合災害のため

に．各地 に大きな被害が発生 して い る。 とくに 、 奥尻島の南部の青苗地区や初松前地区 、 島の北部の

稲穂地区や海粟前地区では 、 滓波や火災の た めに集落そのものが消失して しまう縁どの壊滅的な被害

をこうむっ て い る 。 現地を蜩査 して思 うこ とは、今回の災害が最近戮が国 をおそっ た地震災害とは 、

質的に異なる要素を含んで い るとい う点である。 Quarantelll＆ Gray1，は 、 災害をその程度によ っ て

”DISASTERP と ℃ ATASrROPHE ”

に分類 してい るが、 ま さに今回の災害は
”DISASTER 凾

だ けでな く、

℃ ATASTROPHE ”

とよべ る車態 を生み出 して い るとい え る。

　カタス トロ フ とは、状況規定要因が連続的に変化 してい くさい に 、 ある時点でシ ス テム に生ずる不

可逆的で不連続的な変化で あ ると定義 される
2
  たとえば 、 すべ てが失われて しまっ た奥尻町胄苗地

区をみる と、 被災前と被災後 との問に明確な断絶が生じて い る 。 この地区 の被災者に とっ ては地震に

よ っ て失われたものを元に もどすとい う意味での 「復旧」はありえず、新 しい 現実を受 け入れて人生

を再建するこ とが重要な踝題で ある。 その手助けとなるべ く、 現行の防災対策の枠内では 、 被災地；：

新たに物理的な婁落の 「復興亅が問題に され 、 各種の資金援助が用意され て い る。 しか し、 後戻りを

許されな い厳 しい 状況の中で新たに人 生を再建する に あ た っ て それだけで十分な対策 となる の だ ろう

か 。 た とえば 、 新 しい 現実に遭遇する とい う点で は 、 新しい 土地に引っ 越 し 、 そこ で人生を切り開 く

の とよく似た状況 で あ る 。 住 む所が用意 され 、 活動資金が与えられれば、それ以上もう問題はない の

だろ うか 。 新 しい 環境で人はとまどっ たり苦 しんだりしない の だろうか 。 ある い は 、 その程度の こと

は問題に する に債しない の だろうか 。

　防災の 先進国 である とい われ るわが国の防災対策の中でま っ たく考慮され て い ない もの に 、 被災者

が受けた 「こ こ ろ の傷」をどの ように癒すか の問題がある 。 こ れまでの 災害では被災者 と個人的 な関

わりを持つ 人々 に よっ てだけが関与する間題として 、 放置されてきた 。 ところが 、 人口4500名の奥

尻町を例に とると 、 肉親や住居を失うとい う直接の被害にあわれた方が沢 山お られ る だけでな く、 そ

う した方 を身近 に 持つ と い う形 で ほぼ町民全員が何か らか の形で被害者 と い える ほ どの 大きな被害が

でて い る 。 こ うした状況で は 、 被災者の こ こ ろの 傷の大きさもさるこ とな がら、そ うした被災者の こ

ころの傷 を磁すぺ き人がい なくなっ て い る こ とも憂慮され る。 以上のこ とか ら、 北海道南西沖地震災

害の 特徴として 、 物的な被害よりもこ れまで 防災対策の 中で顧慮され て こ なか っ た被災者へ の心理的

な影響を真剣に考え る べ き地震 である とい えよ う。
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2．被災者の こ こ ろの傷の 問題を考 える必要性

　これまでの災害事例では、被災当初の シ ョ ッ ク状態か ら立ち直 りは じめた頃か ら、 心的外傷体験に

よる ス トレス のた めに 、 被災者の身体面や精神面に さま ざまな影馨がで る こ とが知られてい る 。 ア メ

リカ精神医学会で は災害が被災者におよぼすさまざまな影響を 「心的外傷性ス トレ ス 障害 （PTSD

：Posttraumatic　Stress　Disorder》」と い う概念でまとめて い る。
　 P　T　S　D は自然災害の被災者だけ

でなく、 戦争 、 ナ チ ス の強制収容所 、 原爆 、 人質 、 レイプな どの体験者の 心理的 ・行動的な特徹であ

り、こ うした極限状況 を体験 した人な らぱ雄もが示 しうる特緻 をまとめ たものである
。

2A 　PTSD の代表的 な特徹

　 ア メ リカ精神医学会は PTSD の診断のために基準 を設けて い る
s，

。 それ に よれば、以下に述 べ

るような 3 つ の主要な特候が 1 ヶ 月以上にわた っ て持続する場合を PTSD と定義し てい る
。 第 1の

特徴は災害の 光景が心に焼 き付 い て忘れ られない こ とで ある 。 何度も夢に見る、ふ と被災時に感じた

こ とや その 時と っ た行動が よみ がえる、ある い は 、 災害 を逗想させ るもの を見た り聞 い たりする とぞ

っ とする 。 子供の 場合に は 、 災害の 光景 を絵に描い た り、遊びに取 り入れ たりする。 こうした体験 を

繰 り返 しもつ ことの 意味として、災害 を繰返 し体験 して い くこ とで少 しずつ それを現実として受容し

て い く尢めだと考 え られて い る 。

　　第 2 に特徴は 、 自分と災嘗との関わりをできるだけ否定 し災害に よ っ て心が動揺 しない ようにす

る試みであ る 。 被災後によ く観察される何事に対して無関心で い ようする 態度も P 丁 SD の
一

つ 回避

策の一つ である 。 災害の こ とを考えない ようにする 、 思い 出させ る可能性 のあるこ とをできるだけ避

けた り、時には災害時の 記憶が思 い 出せ な くこともある 。 また 、 他者との つ き合い をできるだけ表面

的なもの だけに する、つ き合 い そ の もの をで きるだけ避ける 、 と い うように他者に対 して心 を閉ざす

ことお こ りうる 。 さ らに、遠い 将来の ことを考えようとしない ことも心を閉ざすこ との例である 。

　第3の 代表的な特徴は 、 過度の生理的な緊張の持続で ある 。 なか なか寝つ けな い 、 すぐ目が覚める

などの睡眠障害や 、 い らい らして い ておこ りっ ぽい 、 なに ごとに も集 中で きな い 、過敏などの 症状が

でやすい こ とが知ら れ て い る
。

2．2PTSD の出現時期

　PTSD は通常被災直後 には顕在化しない とい われて い る 。 青苗地区を例 に とれ ば、 漣波や火災

か らの避難 、 行方不明者の捜索 、 ケガの治療や看謹 、 壊 された住宅や船の片付け、 避雄所での 生活 へ

の 適応、 飯設住宅 へ の移転な ど 、 被災者自身が次々 と新 しい 現実 へ の 対応 に忙殺されるためである 。

こ うした
一一reの こ とが片付 い た後に 、 被災者に は今回の被災経験 を現実 として受け入れ て い く過程が

待 っ て い る 。 PTSD はその遏程 に お い て発生 し 、 ほぼ 2年間程度継続するとい われて い る 。 北海道

南西沖地震の被災者の場合にも、被災後2 ヵ 月以上経過 し、遘体捜索が打ち切 られ、仮設住宅 へ の入

居が完了 した時点か ら今後2年聞ほどにわた っ て PTSD の発生が予想され る 。

3．PTSD に対処する に は

　PTSD の発生の原因と して 、 被災者が被災後に体験する心理状態や行動の 変化の慧味 を、 こ の よ
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うな状況におか れた人な らば誰で も体験するあた りまえの変化であるとせ ずに 、 自分自身に特有の変

化であ る と誤解 して しまうこ とがあげられ る 。 こ うした原因の誤帰属に起 因するPTSD 対策 とし

て 、被災者に PTSD に関する正 しい理解を啓発 させることで、コ ミュ ニ ティ ー全体と してのス トレ

ス レ ペ ル を低減させ ることが重要である 。 それでも依然としてス トレス レ ベ ルが高く専門的なケア を

必要とする被災者に は 、 気軽に専門家に相版で きる体制をつ くる必要があ る。

　その実規のために は、 被災者の こ こ ろの傷につ い て十分なケア が提供できる体制作り 、 わが国の防

災体制の
一環として位置付けるこ とが必要である。 これを長期的な目標とすると 、 現時点で PTSD

の発生が危惧される人たちに対 し丁少 しでも援助 をさしの べ る とい う短期的な対策も必要となる 。

3−1．住民が PTSD に つ い て の 正 しい 理解を鋳つ必要性

　住民にとっ て も今回のような大災害ははじめての経験である 。 したが っ て 、 災害に伴 っ て被災者の

ほとんど雎もが経験する PTSD につ い ても被災者は充分に理解 してい る とは い えない 。 しか も誰も

が始めて体験したことであ り、 経験者か らのア ドバ イ ス も得られない 状況 である 。 い わば、 PTSD

に関する知謙も情報もない状況で 、 その問題に取 り組むこ とを被災者は求 め られるので ある。

　た とえば 、 すで に現地入り レた研究者の イン ターピ ュ
ーに対して 、 被害 を受けずに すんだ奥尻町の

あ る住民は r複雑な心境だ 、 他の人が被害を受けて い るか ら」と答えて い る 。 こ うした反応は被害の

ない 人が感ずる うしろめたさの 典型的な例である 。 とこ ろが 、 この住民 は 自分の反応が状況固有な反

応 なの か、個人に固有な反応 なの か の判別で きずに悩んでい る 。 つ まり 、 こうした状況 におかれたひ

となら誰もがするような反応 を自分はしてい るのか 、 それとも自分だけの 特殊な反応 なの か を判断で

きな い状況にお かれることになる。

　こ うした問題の ケアは、 現行の防災体制では担当する部局が存在して い ない た め 、 被災者 自身やそ

の周囲の 人で個人的に処理せ ざるをえない 。 その ため、冏題が長期化 した り、 かえ っ て竈化したりす

る危険性 も考 えられる 。 その ため被災者が災害後の PTSD につ い ての正 しい理解 を持てるような情

報提供をす ることが第1の課題であ るとい える 。

　その
一方策 として 、 PTSD へ の 対処制度が進 んでい るイギリス では 、 災害発生 と同時に 被災地

域の 住民に対 して PTSD に関するパ ン フ レ ッ トを配布し 、 住民の PTSD に対する理解を高める

方策が採用 されて い る 。 こ の方式は たい へ ん優れた方式であると考えられ る
G，

。

　パ ン 7 レ ッ トには、災害 を体験 された方が、どの ような心理状態 1こなり 、 どの よ うな行動 をする

かに関する研究成果がまとめられて い る 。 災害体験を持つ 人はすくない が 、 そうした経験した人な

らだれもが体験する感情や行動もあることをしめ し 、 それがどのように癒 されるかが具体的に説明

されてい る 。 ここまで詳細に情報提供す ると住民の心理的反発 を招か ない か とい う危惧もあ るが、

これ まで の 災畧事例か らは充分な状況説明がな い こ と に対す る 不満 が多か っ た こ とを考 えあわせる

と 、 被災者自身が 自分の お か れ た状況の 意味 をで きる だけ把握 で きるようにすることが大切である

と考える 。

　パ ン フ レ ッ トによる帽報提供に加えて 、 被災者 と直接接触して町 SD に関する情報の捉供を行う具

体的 な方策として 、 以下の ような 6 つ の手段によ っ て s 図1に示すようなタイ ム テ ーブル に従 っ て展

開 してい く こ とが考え られる。
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1 住民向けの 講演会の 突施

2 各種の繊 ・ 団体向けの麟演会 ・ 懇談会の実施

3 家庭訪問による巡回相酸の実施

4 長期にわたる相眩所の開設

5 ニ ュ
ース レ ターの刊行

6 相談電話｛フ リーダイヤル 1の設置

発災 1年後 2年後

　 　 　 　 　 　 　 額神的危　の 織告多数

圃 鼕
PTSD の 登現 　逼発性PTSD の発琴［

口
P↑ SD 対策の 襲息

バ ン 7 レ 7 卜配霜

住 民 へ の 矯冒会

図 1被災者の PTSD 軽滅の ための情報提供串業案

3−2．専門的な精神的ケ ア を必要とされ る方へ の支援体制の確立

　パ ン フ レ ッ トの配布やさまざまな機会を通 しての接触に よ っ てケア の提僕に よっ て 、 被災者は自

分たちが置かれた状況 を明確化させる こ とが可能に なる。そのため 、 地域社会全体として の P
’
rS

D の水準が低減する こ とが期待される 。 しか し、 被災者の 中には、こ うした手段だけでは被災後の

心の きずを癒せ ない 方 もい る こ とが十分想定で きる 。 そ う した 、 蓴門的なケア を必要 とする人々 に

対 しては、必要とす 6’ケア を提供 しなけれ ば ならなL 

　しか し、 奪門的なケア がすぐに受け られる状況にある地域は日本の か な り特殊な場所 かも知れな

い 。 た とえ ば 、 奥尻島の 被災者に対 してカウン セ リン グをしてもらうため に臨床心理士の 資格を持

つ専門家を探 して み よう。 有資格者はもっ とも近い 所 で函館市内に 3 名しか い な い のが現状であ

る。 ちなみ に 、 函館一奥尻間 を日帰 りで カウ ン セ リン グする こ とは 不可能で あ る
。

一
方 、 大都市にお

い ても状況 は似たり寄っ たりである 。 大都市圏に住む専門家は多数 い るだ ろうが、そうした専門家

を必要とする人も多数 い ることになる。 したが っ て 、 限 られた数の専門家を有効に動員するととも

に、地域内でこう した専門的 ケ ア の提供を確実に す る シ ス テ ム を彼災地内に どのように確立するか

が第2の課題 である 。
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　図2はイギリス で採用 されて い る シス テム である 。 イギリス でも各地域に専門家がい るわけで はな

く、 被災者は自分の居住地に い る連絡係の人〔Communlty　Gatekeeper ，を介 して、専門家か ら必要な

精神的ケア をうける 。 ケアその もの の提供 は派遣された対策班｛Dlsaster　resp ◎ nse 　team ）｛：よ っ てな

され る。 それは防災担当賭機関｛Multi−egency 　coordinating 　group｝と奪門家（Speciatist　services ｝の

共同チ ー厶 として

設立されて い る 。 奥尻町 を例に して我が国　　　　　　

の葵情にあわせ ると 、 居住地の 連絡係は市

町村の保健衛生 ・ 福祉担当の職員や保鯉

婦 、 ある い は町立の 学校機関の 教臨などが

あたり、 防災担当賭機関と して市町村 、 渡

島絵山支庁 、 北海道 、 日本赤十字などの 防

災概関が組織的な運営に あた り 、 専門家と

して道立の医療機関や北海道大学医学部な　　　　　　
どの医師、 さ らに北海道大学や北海道教育

大学函館校など遣内を中心 とした心理学者

や臨床心理士などがこれに該当する 。 とく

に 、 専門家は奪門的なボラ ン ティア として

防災機関の趾画に したが っ て参加するとい

う形態に なろう・ 　　　　　　　　　　　　　　 図 2　イ ギ リス に お ける PTSD 支援体制

　この計画 を案現する際の 最重要部分は地　　　　　　　（H°dgkins° n ＆ Stewa「t’199！）

域内に い て蓴門家 と被災者との 問に連絡を

担当する人であ る。 これを 、 ローカ ル ゲ ートキーパ ーとよぷ。 専門家の絶体数が不足 してお り、 各地

域に専門家 を常時派遣 してお くこ とは困難で ある 。 そこ で 、 各地域内にお い て専門家の役割 を果 たす

の が 、 ロ ーカル ゲートキーパ ーである 。
ロ ーカル ゲ ートキーパ ーとは町の福祉担当をされる職員の

方 、 保健婦 さん、学校の先生、各地壇の 代表など 、 地域内に い て そ の地地の人 々 の様子 をよ く御存知

で 、 その 方たちの 心の悩み の問題に対して関心を持たれて い る方をさす。 こうしたゲー トキーパ ーの

方々 がそれぞれの 地域にお い て災害の犠牲者の精神的な悩み を持つ 人と常時接 っ してい ただ き 、 1 大

な問題があれば地 域外の専門家との問の連絡役を果たす方を宵成するこ とが 、 こ の事業 を推進する上

で不可欠である。 そのため各地域でこ うした方を積極的に育成するとともに 、 その方たちの負担にな

らずに 、 必要最低限の精神的 ケ ア を住民 に も提供で きる ように する た め に 必要な援助を提供す る体制

を整え る必要が あ る
。 その ため に以下の ような事が趾画で き る 。

　 1 ロ ーカ ル ゲー トキーパ ーを対象とした羂習プ ロ グラム の 整備と実施

　 2 カウン セ リン グ ・ プロ グラムおよび配布資料の整備

　 3　 PTSD 測定尺度の標準化

　 4 カウン セ リン グの ため の エ キ ス パー トシ ス テムの開発 とデータベ ース作成

4 ，PTSD に対する支援体制を作る上で の 問題点
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　わが国の防災対策の多 くは、図 2 に示すイ ギリス の制度 とほぼ類似 した体制に したがっ て遂行され

て い ると い えるだろ う。 そのため、今後わが国で PTSDt ：射する支援体制を整備するにあた っ て

も、 基本的にはイギリス の 制度 を參考に して 、 図3の ような支援体制を般けるこ とに大きな無理が生

ずるとは考え られない
。 しか し、 そう した体制にもとつ い て PTSD に対する支援活動 を邏営するに

あ た っ て 、 わが国の霎情に即 した い くつ かの問題が存在 してい る 。

専門家チー厶

　　　　　　　　　　　　　図 3　わ が国 で の P 丁 SD 軽滅の た め の体制案

4−1．専門家が面 談す る場所の 確保

　PTSD に 対する精神的ケア の 提供の中心 は被災者 と写門家の 問の 面 談 とい う形式 をとる。 その

ために は 、 被災者が訪ねやすい 場所に面談可能な場が設営 され る必要がある 。 具体的には 、 市町村

の保健所 、 診療所 、 婦人セ ン ターなどの既存の公衆衛生 ・福祉施設の機能 をPTSD に対するケア

提供へ と拡大する必要が で て くる こ とに なる。 とくに 、 その な か で市町村が果たすべ き役割が大き

い と考えられる。市町村 が中心 とな っ てこ うした業務 を遂行 して い く左めには、被災者と直撥接

し、蓴門家との パ イプを24時問維持する役割を担う居住地での連絡係の役割を 、 各市町村の公衆衛

生 ・ 福祉担当の 職員が果 たすこ とができるだけの能力開発 と支援プ ロ グラ 厶 の整備が望要な要素 と

なる 。

4−2．ボラ ン テ ィ アの確保

　PTSD に対処する場合、心理学者と精神科の医師との 共同体制の確立 が必要であ る 。 被災者の多

くはパ ン フ レ ッ トや講習会形式 での情報提供を通 して 、 自分の力で新 しい 瑠境へ の適応が可能である

と い える 。 ここは心理学者が担当できる部分である 。 こ うした形では適応できない PTSD の症候を

強 く示す被災者に対 しては精神科 医による尊門的なケア が提供されなけれ ばな らない 。 とくに 、 被災

者の身体的症 状を直接処置で きる の は医師の みであ る 。 したが っ て 、 カウン セ リングにあたる心理学

者と医師が 同席で きるような状況を設営する こ とが望 ま し い 。 そ れ が 物理 的 に不可能な場合であっ て

も、 心理学者 と医師 との 問の コ ミュ ニ ケーシ ョ ン の確保 は不可欠な要素で ある。

　心理学者および医師に関 して はそれぞれ、 日本心理学会ある い は日本医節会の ように専門家が所属

す る学術組織が存在 してい る 。 こ うした組織の なかで 、 今後の 災害に対す る対策も含めて 、 恒鴬的な

ボ ラ ン テ ィ ア 確保制度 の 整備が 必要になると い える 。
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4・3．ボランティ ア に対する必要経費の補助

　被災後2年間にわたる PTSD の ケア にあた っ て 、 被災者と専門家が直接しか も継続的に面談しう

る堀所の 確保が大切 1二なる。 北海道南西沖地震 を例‘二とれ ば、 被災住民へ の配慮か らカウンセ リン グ

の場は奥尻島ある い は渡島桧山支庁の 日本海側 となる。 ところがこの地域 は専門家の絶体数がすくな

い場所 である 。 その ため 、 軍門家 を函館及び札幌導の都市部か ら派遣する必要がでて くる ． こ のこ と

は報酬 につ い てはボラン テ ィ ア と しても、 移動及び滞在に関する蓴門家の経済的負担を補填する財政

的措麗が必要である 。 さらに、ボラ ン テ ィ ア期問中の職場での身分保全に つ い ても組織側に考慮 して

もらう必要がある 。 ボラ ンティ ア 活動に閥して誤解 を持つ わが国の場合 、 これらの問題は処理 しに く

い厄介な問題であ る。

　ボラ ン テ ィ ア活動に要する財源を確保する
一
手段 として 、 義援金活動の 見直 しが考えられ る。 現行

の 義援金制度は集 まっ た義援金の使用に関 しては、 赤十字ある い は地方自治体の裁量に まか されてい

る
。 PTSD へ の ケ ア の提供も被災後の援助活動の大切な側面 であり 、 義擾金の

一
部をも っ てその 経

費に あ て ることも可能で あ る と考えられ る 。 もし 、 こ れ が現行の 義接金 の 趣 旨と馴染まない の で あれ

ば、被災者の 心理的ケア を可能にするための募金活動 を新たに開始する方法もあり鴛る とい える
。

5．　 北海道 南西沖地震に よる PTSD に関する調査

　昨年来私たちは、北海道南西沖地震に よる PTSD の 軽減に む けての 実現可能な第1歩と して 、 被

災住民に むけての惰報提供パ ン フ レ ッ トの作成お よび青苗地区の住民 を対象とした PTSD の実態調

査を行 っ て きた。

5．t　 PTSD に関する惰雜提供の試み

　情靱提供に関しては 、 ただパ ン フ レ ッ トを作成 し配布するだけでは無責任であ り、 専門的なケア を

必要 とする人の た め の相絞窓ロ に関する情報も含め た パ ン 7 レ ッ トとする こ とが絶対必要であ る と考

えた 。 そこで 、
パ ンフ レッ トに対する現地の協力をうるために 、 93年8月以来交渉を重ねた。 最終的

には 、 私たちが提因した原案をもとに 「災畧後の こ こ ろ とか らだの Q ＆AJ とい う住民向けパ ン フ レ

ッ トが道の 亭業として作成された 。 さらに 、 93年12月に は藤森を中心 として 、 災窖に よるス トレ ス

を経験 した子供た ちが 、 災害後に行動や身体面でどの よ うな変化を示すか を保謹者に説明す るための

「災害 を体験しte子 どもたち」とい うパ ン 7 レ ッ トを作成 し、年末に奥尻町を食む渡島桧山支庁管内

の小中学校に琵布 した
。

5，2 奥尻島臂苗地区の住民を対象と した PTSD の実態蜩査

　 P 丁 SD の 実態調査に つ い ては 、 回答者の個人属性 、 披害の状況 、 仮設住宅の入居状況 、 仮設住宅

入居後の けがや健康面 の変化 、 DSM −lll−Rにあげられた 17項目の診断基準によるチ ェ ッ クリス トか ら

構成される質聞紙鋼査を、 94年5 月に青苗地区の住民の ご協力をい た だい て 、 留置法で実詫 した 。 配

布総数290票の うち、回答漏れなどの ない 215票の有効回答を得た。

　DSM −tlt−Rにあげられた 17項目の診断基準は 、 先に述べ たよ うに再体験に関す る 4項 目 、 回避に関
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する7項目、 過緊張に関する 6項目か らなる。 それぞれの 項目に つ い て 、 該当する兆候が 「まっ たく

なか っ た」 「一時的にあっ た」 「一ヶ 月以上続い た」 rい まも続い て い る」の 4件法で回答を求め 、

「一ヶ 月以上続 い た」ある い は 「い まも続い てい る」と回答した場合を症候ありと判定し 、 1点を与

えた 。 PTSD 得点は 1点 か ら18点までの範囲を持ち 、 点数が堋加するほどPTSD の傾向が強ま

る と解釈で きる 。 全回答者 P 丁 SD 得点の 確準密度分布 を図 4 に示 して い る 。 回答者の絶対数 として

は、PTSD の兆候 をま っ た く示 さなか っ た と回答 した もの が15．8％と最 も多か っ た。
PTSD 得点

が増加する に つ れ て 回答者の 串は指数関数的に減少して い く傾向が見 られた 。 しか し、満点で あ る

18点 を示 した回答者 も 2名存在 して い た 。
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図4　DSM −III−R のt7項目の診断基準に もとつ くPTSD 得点の分布

DSM −lll−Rでは PTSD と診漸する基準として 、 再体験に関する 4項 目中 1項目以上に該当、回避

に関する7項 目中3項目以上に該当、過緊張 に関する 6項 目中2項目以上 に該当とい う、 判定基準を示

して い る 。 しか し、こ の 3種類 の どれ か の基準を満たすもの を PTSD と診断するの か 、 3種類すべ

ての症候 を示すもの を P 了 SD と畛断するかは明 らか に されて い ない
。 そ こで、 3種類の症候の各々

につ い て 、 DSM −lll−Rの判定基準に したが っ て本チ ェ ッ ク リス トへ の 回答 を分析 した。 その結果 215
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名の回答者どの ように判定されるか を示 したのが図 5で ある 。 図から明らかなように 、 青苗地区の人

々 の場合に は PTSD の症候として災害場面 を繰 り返 し再体験する経験を持 つ 人が半数以上存在 し、

3種類の症候の中で最も顕著であ っ た。 つ ぎに 、 多 く報告されて いたの は過緊張であり、最も少なか

っ たのは回避であptea 　 P
°
rSD の症候として回避 だけを経験する人は きわめ少なか っ た 。

こ の結果をみ ると 、 青苗地区の住民の PTSD の症候は 3種類の症候の ラ ンダ厶な組み合わせ と し

てあらわれるの ではなく、 PT

SD の 程度に応じて つ ぎの 4 つ

のタイプに収斂 して い ることが

明 らかになっ た。 すなわち、
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
1》 PTSD の 兆候をまっ た く　　　　　

示さない人 、 2）再体験の兆候　　　　　
を持つ 人 、 3）再俸験に加えて

過緊張の 兆候も持つ人 、 そ し

て、 4） P 丁 SD のすべての 兆

候を示す人 、 の 4つ の タイプで

る。 これ らの人々 がほぼ同数

25％程度い るこ とは興味深い ．
　　 　　 　　 　　　 　　 　　 　　 　　　 　
結果である 。 今後は臨床的なイ
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
ンタ ビュ

ーや他の測定指標との

相関分析を通 して、今回得られ

た PTSD 得点の 差異が臨床的

に PTSD の どの側面を反映し

たもの か を明確化 して い く必要

がある。 　 　 　 　 　　 　 　 　 　 　 　 　 　 図 5　皆苗地区で見 られたの PTSD の 4 タイプ

6．おわ りに

北海道南西沖地震が最後の災害になる保証はない 。 将来 またどこ か で大災害が発生すこ とはまちが

い ない だろう。 い つ とは明言で きない その 時まで に 、 現在の防災対策には盛 られて い ない 被災者の精

神面での ケア の ための 体制作 りを して い かなけれ ばな らな い と切に思う。 多くの方のご支援を期待し

て い る。
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